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水際対策の実務



知的財産権部の創設

TRIPS協定(知的所有権の貿易関連の側面に関する協定)およ
び大統領令第736号に基づき、フィリピン税関は税関行政令
(CAO) 第09-2008号を発令し、常設的な知的財産権部を設置
した。

フィリピン税関は、国家知的財産権委員会の構成機関であ
る。



A 啓発

P 保護

S 利害関係者

O 公的登録

IPRD(知的財産権部)運用プログラム



知的財産権の記録

フィリピン税関は、知的財産権者が自らの知的財産権を記
録する知的財産権レジストリを管理している。フィリピン
税関は、疑わしい輸入品に対し自主的に監視・検査を実施
し、共和国法第8293号の適用対象となるかどうかを判断す
る。

記録の申請は任意であり、手数料が必要



知的財産権の記録

2024年、フィリピン税関は47の税関通達（CMC）を発行し、
192の知的財産権が登録された。

2025年には1月から8月までに56件のCMCが発行され、150
件の知的財産権が登録された。



税関における知的財産権侵害物品の差押え及び税務調査開始通知
 (2021-2025)

年 差押え件数 押収品推定価額 (PHP) フィリピンペソ価額
（単位：10億）

2021 38 21,650,588,669.78 21.6B

2022 53 7,685,228,328.53 7.68B

2023 268 25,379,504,262.11 25.37B

2024 16 34,698,479,500.00 34.69B

2025 5 1,401,203,681.00 1.4B

合計 380 90,815,004,441.42 90.815B



港湾における知的財産権侵害物品の差押え(2021-2025)

年 取締件数 推定価額（PHP）

2021 13 106,089,909.78

2022 28 675,808,328.53

2023 252 7,991,361,262.11

2024 1

2025 1 38,638,914.27

総計 295 8,811,898,414.69



最大規模の差押え

2021年から2025年の間で、フィ
リピン税関による最大の港湾に
おける知的財産権侵害物品の差
押えは2024年に記録された。こ
の事案で、マニラ市内の倉庫か
ら押収された品には、Gucci、
Louis Vuitton、Chanel、Nike、
Rolex、Apple、Hermès、Vans、
Dior、Guessといった世界的ブ
ランドの模倣品や、未登録の電
子タバコ製品が含まれ、総額は
110億ペソに上った。



国家機関及び民間団体との連携



模倣品取締に関わる主な政府機関



ブランドオーナーやその代理人との協力強化



フィリピン税関第1回知的財産サミット



フィリピン税関 第1回知的財産サミットの開催



成功事例と課題



フィリピン知的財産庁は2025年4月、
フィリピン税関の知的財産権(IPR)
の執行への取組を評価し、表彰し
た。

フィリピン税関は、国家知的財産
権委員会(NCIPR)の構成機関の中
で、2024年最多の差押え件数を達
成したことにより、2025年ガワ
ド・ヤマン・イシプ賞において表
彰を受けた。

2024年フィリピン税関は、346億
9800万ペソ相当の差押えを記録し、
知的財産権侵害物品の没収におい
て最大の貢献者となった。この金
額はNCIPRが差し押さえた総額

409億ペソの85％を占めた。



課題

フィリピン税関は、電子商取引の急成
長、各執行機関の連携問題、入国港に
おける知的財産権の専門知識を持つ人
員の不足などにより、知的財産権保護
に課題を抱えている。



プレゼンテーションは以上です

THANK YOU!
ARIGATOU GOZAIMASU!
MARAMING SALAMAT!
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